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発見する楽しさを感じる授業
一三角形の合同条件を見出す授業での場面の考察を通して
学習開発コース (13220905) 小関恭平
本研究では，中学校数学において三角形の合同条件を見出す実樹受業を通して，生徒が
発見する楽しさを感じる場面につながっているものが何かを分析 ・考察した。その結果，
生徒自身が自分と違う考えに出会ったときにその違いを考えたり，本質的に同じところを
見つけようとしたときに発見する楽しさを感じたりするという示唆を得た。また，発見す
る楽しさを感じる際には，教師の手立てや生徒とのかかわり方も影響することが明らかに
なった。
[キー ワー ド] 発見する楽しさ，数学的活動認知的葛藤
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
中学校学習指導要領解説数学編(文部科学
省， 2008)では，数学科の目標として「数学的活動
を通して，数量や図形などに関する基礎的な概念
や原理・法則についての理解を深め，数学的な表
現や処理の仕方を習得し，事象を数理的に考察し
表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽
しさや数学のよさを実感し，それらを活用して考
えたり判断したりしようとする態度を育てるjと
記述されている。その目標の中で「数学的活動の
楽しさ」については，単に楽しく活動するという
側面だけでなく，それによって生徒にどのような
知的成長がもたらされるかとし、う質的側面にも
目を向けるように解説されている。
中学校2年生を安担象に行われた国際教育到達
度評価学会(IEA)の 「国際数学 ・理科教育動向調
査J(TIMSS2011)では I数学が楽しし、かJという
質問に対して I強くそう思うJ，Iそう思う」と
回答した生徒の割合は， 47.6%(国際平均70.7%)， 
「わたしは，数学が好きか」としづ質問に対して3
39.1% (国際平均66.2%) としづ結果だ、った。
この結果からも分かるように，日;木の中学生の半
数以上が数学を楽しいと感じておらず，国際平均
を大きく 下まわっている。
実際，中学校における数学の授業は，受験のた
めの数学になってしまっていることが多いと考
える。公式や定理を覚え，その公式の使い方を暗
記するだけの学習になっているのではないだろ
うか。
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(2)研究の目的
本研究では，中学校数学の授業において，生徒
が「発見する楽しさ」を感じる場面につながって
し、るものが何かを明らかにすることを目的とし
て，後の 2(2)で、述べる細水(1998)の知見から実
践授業の分析・考察をする。
(3)研究の方法
①文献や先行研究の調査と整理
引受業の実践
③実践授業記録(VTR)分析・考察
@:分析・考察のまとめ
2 先行研究の検討
(1)数学の楽しさ
細水(1998)は，算数・数学を学ぶ楽しさを味わわ
せながら，少しずつ質の高い数学そのものの楽し
さに気づかせていくことが大切であると考え，児
童・生徒に味わわせたい算数の楽しさを次のよう
に捉えている。
-発見する楽しさ
・看IJる楽しさ
-考える楽しさ
・活用する楽しさ
それと同時に，学習指導のねらいを，道筋を立
てて考え，数理的に処理する能力，態度の育成，
算数 ・数学の楽しさやよさを味わわせ，意欲的
な学習態度の育成としている。また，算数・数
学の楽しさやよさを味わわせる学習指導を考え
る際には，次のことを基本姿勢として捉えてい
る。
①学習の目的を明確にとらえさせる。
②必要感，興味・関心を持たせる。
③できた喜び，わかった喜びを味わわせる。
④なるほど，素晴しいといった感動を大切にする。
⑤成長の喜びを味わわせる。
(2)認知的興味を引き出す条件
秋田(2012)は，認知的興味を引き出す条件につ
いて次のように述べている。課題や状況がどのよ
うな構造を持ち，学習者が持っている知識とどの
ような関係にあるときに，人は面白いと感じるだ
ろうか。一般的に，新しく入ってくる情報と既有
知識との間にずれや葛藤，矛盾が生じると，意外
性や驚きを感じて不均衡が生じる。その暖昧さ，
不確実さ，複雑さの不均衡を解消しようとして，
さらに新たな情報を探索するようになる。そして
情報を得てそれらの暖昧さや不確実を解決してい
くとき，達成感を感じ面白いと感じるのである。
つまり(1)， (2)を通して，授業で生徒が数学の
楽しさを感じることが重要であり，それを何から
感じているかを明らかにすることが必要である。
3 実践と結果
発見する楽しさを生徒が感じる場面につなが
っているものが何なのかを明らかにするために，
教職専門実習Hにおいて，三角形の合同条件を見
出すことを目標に実践授業を行った。ここでは，
その実樹受業の内容について記す。
(1)実樹受業について
①実施年月日:平成25年11月18日10:50"-' 1 : 40
②対象生徒:山形市立中学校第2学年(計31名)
③授業者・ノト関恭平
④生徒の様子
生徒は，数学に対して苦手意識を持つ生徒が少
なくはないが，前向きに授業に取り組む生徒が多
い。わからない問題は周りと協力して解決する姿
が多く見られる。しかし 教科書などにすぐに頼
ってしまうことが多い。
⑤本時の概要
「平行と合同」の単元の三角形の合同条件の1
時間目である。本時の目標は三角形の合同条件を
見出すことを目標として授業を展開した。授業の
流れは，ムABCを提示して，課題を「できるだけ
少ない条件で(ムABCと)合同な三角形をかくた
めには何がわかればよいでしょうJとし 4人グ
ルー フ。で、活動を行ったc 教科書を使わず，クマルー
プ内での話し合いを中心にできるだけ少ない条件
を見つけるように指示した。自由にグ、ルーフ。内で、
話をさせ，教師からヒントを与えることを極力せ
ずに，生徒たちが自分たちで合同条件を見出す過
程で「発見する楽しさ」を感じるのではなし¥かと
いう視点で分析・考察した。
⑥分析の方法
実践授業 VTR，発話記録，ワークシート，授業
者のメモをもとに分析した。
(2)実践授業の様子について
実樹受業において次のような場面が観察された。
次の場面における Tは教師， Cは生徒を表す略記
である。
[生徒の考えが深まる場面]
男子2名3 女子2名のグループで， 3つの辺を
測れば合同な三角形がかけるという考えを導いて
し、るグ勺レー フ。があった。しかし， C2君のプリント
にはグループ。の生徒とは違う考え方の作図があっ
た。 C1さんはグループの中では中心的な存在であ
り，授業中は進んで発言をしたり，ク、、ノレー フO内で、
も活発に話し合いを進める生徒である。一方でC2
君はクラスでも静かな生徒で¥あまり自分の考え
を発言せず， クマノレー プの話し合いにも活発に参加
していなかった。
T1:このグループ。で、はどんな考えがでたの?
C1 : 3つがもっとも少ない条件っていう考えが
』出ました。 3つの辺の長さを測れば合同な
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三角形がかけます。
A D 
B C E F 
(提示した図) 仏B=DE，AC=DF， BC=EF) 
図1. C1さんの作図
T2 :なるほど。
C1 :先生。3つより少ない条件で合同な三角形
ってかけますか?
T3 :どうだろうjλC2君はどう思う?
C2: 2つで、もかけると思います。
C1 :ほんとに?
T4 :へえ。どうやってかくかグノレーフOのみんな
に説明してみてよ。
C2: sCをのばして， sCの長さと同じ長さのとこ
ろにDをとる。同じようにACをのばして，
ACの長さと同じ長さのところにEをとって
DとEを結べば2つの辺の長さを測るだけ
でかけると思う。
A 
D 
B 
(AC=EF， BC=DC) 
E 
図2.C2君の作図
C3 なるほど。先生，これってあってるの?
C1 :あってそうじゃない?
T5 グ、/レーフ。のみんなで、この考えが正しし、かど
うか話し合ってみたら?
この後グノレー フOで、は2つの辺だけでも合同な
三角形がかけるか話し合いを続けた。 C1さんを中
心に， C2君の考えを全体で理解しようとしていた。
その後，他のグルーフ。を見てまわってからもう一
度このグループに戻ると，グルーフσの考えは C2
君が考えたかき方でまとまっていた。
T6 :このク、ルー プ。の考えは2つの条件で、かける
ってことでまとまったのかな?
C1 :はい。C2君の考え方はグループの他のだれ
も見つけれなかったし，すごいと思ったか
らこの考えが私たちのグ、ノLー フ3の考えって
ことになりました。
T7 :なるほどね。じゃあ，もし合同な三角形を
ムABCの隣にかいてっていう指示を出した
らヵ、けるかな?
C3 無理じゃね?それは無理ですよ。
C1 :確かに。この位置にしかかけないよ。先生
それは無理だよ。
ここで教師は， もし，ムABCの隣に合同な三角
形をかくという条件をつけたらどうなるかグルー
プの考えを見直してみよう，と全体に指示を出し
た。その後二のグループ。は，話し合いをして最終
的にC2君の2つの辺でかけるという考えから， 3
つの辺を測ってかくという条件にグ/レーフ。の考え
を戻していた。
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4 考察
前述の3での実践授業で観察された場面では，
生徒の考えの深まりが見て取れる。それには，生
徒同士のかかわりや，教師の手立て・かかわり方
が影響していると考えられる。生徒の考えの深ま
りを生徒の活動，教師の手立てやかかわりに視点
を置き， C1さん， C2君の考えを中心に発見する楽
しさについて考察する。
(1)生徒C1の考えの深まりについて
C1さんは，ムi¥BCと合同な三角形をかくために
は， 3つの辺の長さが分かればよいと考えた。三
角形に対する合同であるため，三角形を構成して
し、る 3つの辺の長さすべてを測ればよいという先
入観があったので、ないだろうか。しかし， C2君の
2つの辺を測れば合同な三角形がかけるという考
えを共有することで新たな考えに気付くことにつ
ながった。C1さんにとっては，自分になかった考
えや解き方に触れることで特別な条件下では， 2 
つの辺の長さだけで合同な三角形がかけるという
ことに気付いている。C2君の考えを知ることがC1
さんの合同な三角形に対する認識が深め，発見す
る楽しさを感じたと考える。
3で述べた場面において，C1さんはもっとも少
ない条件の数を3っから2つに変え，その後もう
一度3つに戻すとし、うように考えを変えている。
この考えの移り変わりは，ただ単にもとの考えに
戻しただけではなく， C2君の考えから合同な図形
に対する考えを深めた上で，教師の出したどこに
でもかけるとし、う条件を満たす考えが3つの辺で
あると見出したと考えられる。
(2)生徒C2の考えの深まりについて
(1)と同様に，:-3で述べた場面において C2君の
考えの移り変わりについて考える。C2君は初め，
まわりの生徒とは違う 2つの辺の長さが分かれば
合同な三角形がかけると考えていた。授業では，
合同な三角形をかく場所の指定がなく，課題とし
てもっとも少ない条件でかくとしづ指示があった
ため，ク、、ループ。内のC1さんを中心とした3つの辺
という考えではなく， 自分の考えを答えとして持
っていたと考える。しかし T7の 「ムABCの隣に
合同な三角形をかく」としづ条件によって， C2君
の考えではかけないことに気付いた。この条件に
より C2君は，どこにでもムABCと合同な三角形を
かくことができるという一般化した考えを持つこ
とできたと考える。
しかしC2君の考えた図を見ると， 2つの同じ長
さの辺の聞の角，対頂角が等しいととが分かる。
これは， 三角形の合同条件である 2組の辺とその
問の角がそれぞれ等しいという条件に当てはまる。
そのため， C2君の考えは三角形の合同条件の本質
は捉えられているのである。 一般化することによ
り， C2君は自らの考えを見つめ直し 3 考えを深め
る活動を行うことができたと考える。
(3)教師の手立てについて
①課題の提示の仕方
実t割受業で提示した課題の 「条件」とし、う言葉
は，合同な三角形をかくために必要となる辺の長
さや角の大きさのことを意味している。しかし，
「条件」としづ言葉を用いたことにより，何をす
ればよいかわからない生徒が見受けられた。課題
の提示において，単語1っとっても生徒の理角引こ
差が出るため，言葉にはしっかりとした意味づけ
を教師が行うことが重要であると考える。
②生徒への指示
13で教師は，C2君の2つの辺がわかれば合同な
三角形がかけるという考えをグルーフ。に共有しよ
うとした。授業計画では，三角形の合同条件を見
出すことが目標であるため，クマノレーフoで、考えがま
とまっていた3つの辺という条件がわかっていれ
ば問題は解決していた。しかし， 2つの辺で、合同
な三角形がかけるという考えをグループ内に共有
させることで， 3つの辺でかけると考える生徒に
新たな考えを与えるとともに，発見する楽しさを
生徒が感じるのではなし、かと考えた。三角形の合
同条件は， 3組の辺がそれぞれ等しい， 2組の辺
とその聞の角がそれぞれ等しい 1組の辺とその
両端の角がそれぞ、れ等しい， というように3つの
条件が最低でも必要となる。しかし，合同な三角
形をかくだけなら 3つの条件がなくてもかけるこ
とに気づ、き，そこから作図における数学的な価値
を何か見出すことができなし、か考えた。実際この
場面では， C2君の考えを聞いたあと他の生徒は，
自分になかった考えを知ることで表情が変わり問
題にもう一度真剣に取り組んでいた。
しかし，T7の「ムABCの隣に合同な三角形をか
くj という条件を与えるということによって， 3 
つがもっとも少ない条件であるという考えに戻し
てしまった。指示を出すタイミングや指示の仕方
によってはC2君のような考えを全体で共有し，生
徒の考えを広げることができたと考えられる。
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(1)， (2)， (3)をもとに発見する楽しさを感じる
場面について考えると，秋田(2012)が述べている
ように，新しく入ってくる情報と既有知識との間
にずれや葛藤，矛盾が生じたときに，意外性や驚
きを感じていることがわカ唱。自分にない考えを
知ったとき，考えの違いを見つけたときに生徒は
数学における楽しさを感じるのではないかと考え
る。 1つの正解lこ辿り着くまでに様々な見方をす
ることで¥これまで、になかった考えや解き方を発
見し，視点が広がることで学習内容に自分で価値
づけを行うことができるのである。しかし，教師
の手立てやヵ、かわり方によってそれは変わってく
る。授業において，生徒が数学の楽しさを感じる
ためには，教師の指示や発言が重要になってくる。
5 到達点と課題
(1)到達点
今回実品封受業を分析 ・考察して， 自分と違う考
えに出会った時にその違いを考えたり，本質的に
同じところを見つけようと したりするときに発見
する楽しさを感じるのではなし、かとし 1う知見が得
られた。それと同時に，教師の手立てや生徒との
かかわり方が影響することが明確になった。
(2)今後の課題
今後の課題は， i数学の楽しさ」とは何かを定
義し，生徒が数学の楽しさを感じることができる
授業法，授業計画の考察である。学習指導要領の
目標にある「数学的活動の楽しさjの定義や楽し
さにつながるものが何かを明確にしたい。
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